
【事例の内容】
�同じ医療機関の口腔外科からオラビ錠口腔用５０ｍｇが、循環器内科からワーファリン錠１ｍｇ１日１．５ｍｇ
を含む１０種類以上の薬剤が患者に処方された。当薬局で２科の処方箋を受け付け、処方監査から薬剤調製、
鑑査を行って薬剤を交付した。後日、製薬企業の医療機関担当者より報告を受け、交付から数日後に重篤
な出血により患者が入院したことがわかった。

【背景・要因】
オラビ錠口腔用５０ｍｇとワーファリン錠１ｍｇが併用禁忌であることに気付かず、疑義照会を行わなかった。
電子薬歴にて薬剤の禁忌情報を確認することは可能であったが、調剤に関与した薬剤師３名はその表示を
見落とした。また、新薬であるオラビ錠口腔用５０ｍｇに関する知識が不足していた。

【薬局が考えた改善策】
電子薬歴システムに表示される禁忌、相互作用などの情報は、処方監査、鑑査、交付時に必ず確認すること
を薬局内で徹底する。さらに、新薬を初めて調剤する時には、必ず添付文書の内容を確認する。
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オラビ錠口腔用５０ｍｇの添付文書（一部抜粋）
【組成・性状】
有効成分・含量：1錠中 日局 ミコナゾール５０ｍｇ

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】
２．‌�ワルファリンカリウム、ピモジド、キニジン、トリアゾラム、シンバスタチン、アゼルニジピン、

ニソルジピン、 ブロナンセリン、エルゴタミン酒石酸塩、ジヒドロエルゴタミンメシル酸塩、�
リバーロキサバン、アスナプレビル、ロミタピドメシル酸塩を投与中の患者

【使用上の注意】
３．相互作用
（１）併用禁忌（併用しないこと）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ワルファリンカリウム
ワーファリン

ワルファリンの作用が増強し、重篤な出血あるいは
著しいＩＮＲ上昇があらわれることがある。また、
併用中止後も、ワルファリンの作用が遷延し重篤
な出血を来したとの報告もある。患者がワルファ
リンの治療を必要とする場合は、ワルファリンの
治療を優先し、本剤を投与しないこと。 

ミコナゾールがワル
ファリンの代謝酵素で
あるＣＹＰ２Ｃ９を阻
害することによると考
えられる。

そ の 他 の
情 報

●�２０１６年１０月にワルファリンカリウムとミコナゾール（ゲル剤・注射剤）の添付文書「使用上の注意」
が改訂され、併用禁忌となった。
●�本事業部が運営している医療事故情報収集等事業には、ワーファリンが処方されている患者に対し別の�
医療機関からフロリードゲル経口用（成分：ミコナゾール）が処方され、保険薬局が疑義照会を行わない
まま調剤・交付した結果、患者がＰＴ－ＩＮＲ過延長のため入院加療を要した事例が報告されている。
●�口腔用錠剤（付着錠）であるオラビ錠口腔用５０ｍｇは、ゲル剤・注射剤と同様に併用薬に注意する必要
がある。
●�薬局で初めて調剤する薬剤については、成分、効能・効果、用法・用量などの基本情報を十分理解したうえ
で調剤を行うことが重要である。
●�電子薬歴システムを利用する場合は、表示される禁忌などの情報を確認することを怠らない。
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※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全
を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではあり
ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者
に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情
報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等について、読み
やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事
例検索」で閲覧できる事例の内容等と表現が異なる場合があります
のでご注意ください。

疑義照会


